
次の２つの資料から、性別にかかわりなく誰もが個性と能力を発揮し、活躍できる社会の実

現のために、あなたが考える課題及び横浜市が進めるべき具体的な取組を述べなさい。 

＜資料１＞雇用状況悪化に伴う「非正規雇用労働者数」の前年同月比（全国） 

【「第５次横浜市男女共同参画行動計画」より作成】 

（次ページあり） 
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＜資料２＞男女共同参画社会の実現に向けて重点的に取り組むべきこと 

質問：あなたは、男女共同参画社会の実現に向けて、横浜市が重点をおいて取り組むべき

と思うものは、どのようなことですか。（○はいくつでも） 

【「令和２年度 男女共同参画に関する市民意識調査 概要版」より作成】 

【参考】 

・調査対象者 無作為に抽出した横浜市内在住者（18 歳以上） 

・調査方法 郵送配付、郵送回収 

・調査時期 令和２年５月 23 日～６月 12 日 


